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文
化
課
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
、
文
化
財
指

定
に
つ
い
て
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
１
９
７
４（
昭
和
49
）年
に
制
定
さ
れ
た『
宜

野
湾
市
文
化
財
保
護
条
例
』に
よ
り
、
市
に

と
っ
て
重
要
な
文
化
財
は
指
定
し
て
積
極
的

に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
１
９
７
６（
昭
和
51
）年「
我
如
古
ヒ
ー

ジ
ャ
ー
ガ
ー
」の
指
定
を
第
１
号
と
し
て
、
現

在
ま
で
に
21
件
の
市
指
定
文
化
財
と
２
件
の
市

登
録
文
化
財
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
指
定（
登
録
）文
化
財
以
外
に
も
、
宜
野
湾

市
に
は
復
帰
前
に
国
や
琉
球
政
府
に
指
定
さ
れ

た
貴
重
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
復
帰
前
の
文

化
財
指
定
の
様
子
を
少
し
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
宜
野
湾
街
道
ノ
松
並
木
」は
大
正
期
、
最

も
発
達
の
優
れ
た
松
並
木
と
し
て
国
の
調
査
官

の
目
に
と
ま
り
、
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
沖
縄
戦
と
戦
後
の
生
活
資
材
の
不
足
か
ら

そ
の
多
く
が
伐
採
さ
れ
、
僅
か
に
残
っ
た
松
も

１
９
５
８
年
に
は
松
食
虫
の
被
害
が
増
加
し
た

事
か
ら
切
り
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
に
お
い
て
県
内
の
殆
ど
の
文
化
財
が

焼
失
し
た
た
め
、
琉
球
政
府
は
１
９
５
４
年
に

『
文
化
財
保
護
法
』を
制
定
交
付
し
、
文
化
財

の
指
定
・
保
護
行
政
を
行
い
ま
し
た
。
１
９
５

６
年「
大
山
貝
塚
」が
埋
蔵
文
化
財
に
、
１
９
５

８
年
に
は「
小
禄
墓
」が
重
要
文
化
財
、「
小
禄

墓
内
石
棺
一
基
」が
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
復
帰
後「
大
山
貝
塚
」は
国
指
定
史
跡

に
、「
小
禄
墓
」は
県
指
定
有
形
文
化
財〔
建
造

物
〕に
、「
小
禄
墓
内
石
棺
一
基
」は「
小
禄
墓

内
石
厨
子
」と
名
称
を
変
え
県
指
定
有
形
文
化

財〔
彫
刻
〕に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
、
本
市
商
工
観
光
課
で
は
真
志

喜
区
に
あ
る〔
森
の
川
の
遺
跡
〕を
文
化
財
に

指
定
す
る
よ
う
琉
球
政
府
の
文
化
財
保
護
委
員

会
あ
て
に
陳
情
書
を
送
付
し
、
翌
年「
宜
野
湾

市
森
の
川
」と
し
て
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
そ
の

後
、
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
課
で
は
今
後
も
、
市
内
に
眠
る
文
化
財

の
掘
り
起
こ
し
や
調
査
・
研
究
を
す
す
め
、
指

定
文
化
財
の
件
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
課　
☎
８
９
３

－

４
４
３
０

宜
野
湾
市
主
催
初
の
成
人
式

　

宜
野
湾
が
市
に
昇
格
し
て
３
年
後
の

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
１
月
17
日
、
宜
野
湾

市
主
催
に
よ
る
初
の
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
順
は
市
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
記
念
品

の
贈
呈
や
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、
成
人
代
表
者
の

答
辞
な
ど
、今
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　
今
と
異
な
る
点
を
挙
げ
る
と
、
写
真
を
見
る

限
り
で
は
振
り
袖
姿
の
女
性
が
お
ら
ず
、
会

場
の
装
飾
な
ど
も
控
え
め
で
す
。
ま
た
、
当
時

の
成
人
式
は
二
部
構
成
で
、
午
前
の
式
典
の
後
、

午
後
か
ら
は
市
青
年
連
合
会
主
催
の「
青
年
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
青
年
ま
つ
り
」で

は
各
区
単
位
の
弁
論
、
日
舞
、
琉
舞
と
い
っ
た

余
興
が
催
さ
れ
た
よ
う
で
、
青
年
会
の
活
動
が

活
発
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

日
の
丸
の
掲
揚

　
「
祝
成
人
／
青
年
ま
つ
り
」の
横
断
幕
の
後

ろ
に
日
の
丸
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は

当
た
り
前
の
光
景
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
に
あ
っ
た
沖
縄
で
は
、
公
共
の
建
物
で
祝
祭

日
な
ど
に
日
本
国
旗
の
掲
揚
が
許
さ
れ
た
の
は
、

１
９
６
２（
昭
和
37
）年
の
こ
と
で
し
た
。

今
年
は「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

　
２
０
２
２（
令
和
４
）年
４
月
の
改
正
民
法

施
行
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
宜
野
湾
市
で
は

２
０
２
３（
令
和
５
）年
の
成
人
式
典
を
「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
と
し
、
引
き
続
き
20
歳
を
対
象

と
し
て
式
典
が
催
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
立
博
物
館　
☎
８
７
0

－

９
３
１
７

農協ホールで開催された市主催初の成人式。適齢者420名のうち
約150名が参加し、成年の門出を喜んだ。（1965年1月17日）
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